
治療 次 種 薬を使用します

イ ノテカン ト テ ン注 ：細胞 ＤＮＡ 作用し効果を現します

５-ＦＵ：細胞 ＤＮＡやＲＮＡ 合成を妨 効果を現します

ナ ト アイソ ン注 ：５－ＦＵ 効果を強 ます

薬品 1日目 2日目 15日目 16日目

＜投与方法 時間＞ ／ ／ ／ ／

＜点滴30分＞

ﾎ

生食250m１

ﾎ 時 ＜点滴90分＞

ﾎ

5%ﾌ 糖液250ml

ﾌ 時 ＜点滴2時間＞

5-FU
ｴ ﾌ ｯﾄ・ ｿﾎ 終了時

＜急 静注＞

5-FU

希釈液 ンプ充填 容量調整

＜持続注入 46時間＞

＜薬剤投与日 注意＞

＜備考＞

休薬

休薬

休薬

薬液 血管外へ漏 皮膚や血管 炎症を起 し 壊死す あ ます 点滴部位 痛 っ 腫

し し 場合や点滴 落 っ 場合 す 申し出 さい

持続注入ﾎ ﾌ

化学療法剤

持続注入ﾎ ﾌ

５-ＦＵ 効果増強

休薬

吐 気止 ア

ギ 予防

化学療法剤

★

薬剤 投与 血液検査やそ 他必要 検査を行い い ます 副作用 発現 合併症 無 っ 治

療 途中 薬剤 減量 変更や中止さ あ ます

休薬

休薬

休薬

★

･

輸液

FOLFIRI。 ﾉ 5-FU ﾎ ﾎ 併用週療法

化学療法剤

様

年 日

＜投与 ケ ュ ＞ 間 コ 今回 目

コ 目 コ 目

＜薬 作用＞



＜ 作用＞

頻度

白血球減少 軽度52%

発熱 重度24%

風邪様症状

血小板減少 軽度16%

軽度39％

重度3%

下痢 痛 軽度49%

重度14%

吐 気 嘔吐 重度10%

口内炎 ―

血管痛 静脈炎 ―

脱毛 軽度60%

間質性肺炎 肺障害 非常

白質脳症 非常

過敏症 ア ギ

顔 ほ

息苦しい 胸 苦しい

発疹 ゆ

★

★

あ 作用 代表的 万一 作用 現 早期 発見 対処 治療 可

能 過 心配 気 調子 悪い あ 医師 薬剤師 看護師 申し出 さい

備考

検査結果 造血剤を使 輸血を行い

水 摂取を心 下さい 下痢止 や整 剤を使 点

滴を

作用 症状

う いや手洗い 休養を心 白血球を増や 薬や抗生物

質を使う あ

対策

や打撲 歯 出血 鼻血 気を 下さ

い 止血剤を使 輸血を あ出血

貧血

倦怠感 息

空咳 息 呼吸困難 発熱 早期発見 大事

い

治療 終了 徐々 回復し

我慢 吐 気止 を使用し さい

痛 や腫 あ 申し出 下さい

口 中を冷やし う い薬や塗 薬を使い

口 ふ 物忘 早期発見 大事

予防薬を使い 症状 あ 申し出 さい

そ 他：便秘 発熱 倦怠感 肝障害 腎障害 心障害 神経障害 視力障害 手足症候群

トポテ ン 一部 血圧 薬や ビ 水虫 薬 抗けい 剤やグ ープフ ーツ ュー セイヨウ トギ ソウ含

有食品 よって薬効が弱く っ 副作用が現 安く ま 他 薬や栄養食品 使用してい 場合 必 申

し出てく さい

下痢止め使用例： ペミン プセ 2時間毎 内服

＜注意事項＞

★

トポテシン 起 下痢 治療後 現 場合 し し 現 場合 あ 重い下痢 起 場合

下痢止 や脱水を防 点滴 適 処置 必要 申し出 さい


